






























































































































































































































　2010 年 5 月、地獄谷の鍛冶屋地獄と呼ばれ







しました（図 5）。燃焼は 10 日間ほど続き、
この時に硫黄が溶岩流として流れました（図 6）。
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ので、黄色溶岩は 120 ～ 160℃程度、黒色溶岩
は 160℃以上であったといえます。黒色溶岩が
形成されている現場を目
もくげき
撃した方に話を聞く
と、硫黄が燃えながら流れていたということな
ので、燃焼により大変高温となったのでしょう。
灰色溶岩は、この燃焼しながら流れた黒色溶岩
からしぼり出されるようにしてできています。
パホイホイ状を示
しめ
すため、温度が低かったと考
えられます。おそらく、黒色溶岩の燃焼がおさ
まったあと、冷却が進むにつれ硫黄溶岩の粘性
が下がり、溶岩流の内部から流れだしたもので
あると考えられます。
　発火の原因はまだわかりませんが、発生当時
の記録と分布などから考えると、最初に非
ひ
燃焼
の硫黄溶岩が発生し、その後、何らかの原因で
発火し、地獄谷の地表付近にある硫黄が燃えな
がら拡
ひろ
がっていったようです。
　非燃焼の硫黄溶岩（120 ～ 160℃）は粘性が
低いため、流れる速度が早く、また広い範囲に
広がります。燃焼しながら流れる硫黄溶岩は、
粘性が高いため流れる速度は遅
おそ
く、溶岩流はあ
まり広がりませんが、温度が高く、また燃え拡
がる可
か の う
能性があります。また、硫黄溶岩が燃え
ると二酸化硫黄ガスが発生し、せきや気管支炎
えん
などの原因になりますので、注意が必要です。
このように硫黄溶岩を調べると、どのように形
成されたのか、どのように流れたのか、そして、
どんなことに気をつけなければならないのかと
いった対
たいさく
策もわかるのです。
■火山と上手に付き合っていくために
　このように火山は、時々危
き け ん
険な現象をもたら
すこともありますが、私たちにとって恵
めぐ
みをも
たらすものでもあります。地獄谷で湧く温泉は、
立山の雄
ゆうだい
大な景色とともに楽しめる日本一高所
にある温泉ですし、地獄谷の硫黄は江
え ど
戸時代に
は薬や火薬の材料として採
さいくつ
掘し利用されていま
した。また立山カルデラ内にある新湯という温
泉が湧き出す場所では、玉
ぎょく
滴
て き
石というオパール
の一種が形成されており、学術的にも貴
きちょう
重な場
所です。むやみに恐
おそ
れるのではなく、どのよう
な現象が起こっているのかきちんと調べ、起
こった場合はどのようなことに気をつければい
いのか明らかにし、理解して、火山や自然と上
手に付き合っていきたいですね。
図8　硫黄溶岩。表面の構造、外観色、発泡度により3タイプに分けられる。
